
 

７ 都市建企第 943 号 

令和７ 年 12 月１ 日 

 

 

関係各位 

 

 

                       東京都都市整備局市街地建築部長  

                                  （ 公印省略）  

 

 

構造体強度補正値の適用期間の見直し について( 通知）   

  

 

時下ま すま すご清栄のこ と と お喜び申し 上げま す。 平素は、 東京都の建築行政につき ま し て、 格

段のご協力を賜り 、 厚く 御礼申し 上げま す。  

さ て、社団法人日本建築学会「 建築工事標準仕様書・ 同解説 JASS5 鉄筋コ ンク リ ート 工事（ 以下、

「 JASS5」 と いう 。 ） 」 -2015 年版よ り 定めら れた構造体強度補正値の適用期間については、 「 構造

体強度補正値の適用期間の見直し について( 通知) 」 （ 平成 28 年 12 月９ 日付 28 都市建企第 764 号）

において標準期間を示し てき ま し たが、 その後すでに約 10 年が経過し たこ と を受け、 別紙「 資料」

のと おり その期間の見直し を行いま し たので、 通知し ま す。  

本通知については、 あく ま で標準期間であり 、 実際には施工条件や気温の変動等の状況を考慮す

る など 、 適切な運用をお願い致し ま す。  

なお、 本通知をも って、 「 構造体強度補正値の適用期間の見直し について( 通知) 」 （ 平成 28 年

12 月９ 日付 28 都市建企第 764 号） は廃止し ま す。  

 

 

 

 

 

連絡先 東京都都市整備局市街地建築部 

 建築企画課 建築担当 

内田・ 鈴鹿 

      Tel  03-5388-3343 



 

【 別紙】  

構造体強度補正値の適用期間について（ 資料）  

 

第１  建築工事における 構造体強度補正値について 

建築基準法施行令第 74 条においては、「 コ ンク リ ート は、 打上り が均質で密実になり 、 かつ、 必

要な強度が得ら れる よ う にその調合を定めなければなら ない。」 と さ れている 。  

こ の法令に基づく 「 設計基準強度と の関係において安全上必要なコ ンク リ ート 強度の基準等」（ 昭

和 56 年建設省告示第 1102 号）（ 以下、「 告示第 1102 号」 と いう 。） では、 特別な調査又は研究の結

果に基づき 構造耐力上支障がないと 認めら れる 場合を除き 、 一定の試験体について圧縮強度試験を

行い、 当該試験によ って得たコ ンク リ ート の強度が設計基準強度以上である こ と 等を求めている 。  

こ の特別な調査又は研究に基づく 方法と し て「 建築工事標準仕様書・ 同解説 JASS5 鉄筋コ ンク リ

ート 工事（ 以下、「 JASS5」 と いう 。）」 を 適用する 場合について、 東京都では、 構造体強度補正値の

標準的な適用期間を示し てき た（ 平成 28 年 12 月９ 日付 28 都市建企第 764 号） が、 その後すでに約

10 年が経過し たこ と を受け、 今回、 その期間の見直し を行った。  

なお、 平成 28 年３ 月 17 日の告示第 1102 号の改正によ り 、 コ ンク リ ート 強度の確認方法と し て、

「 標準養生し た試験体」 を 用いた場合の方法が追加さ れ、 養生期間中の平均気温に応じ た構造体強

度補正値がセメ ント の種類別に示さ れたが、 国の技術的助言「 コ ンク リ ート 強度並びに型わく 及び

支柱の取り 外し に関する 基準の改正について」（ 平成 28 年 3 月 17 日付国住指第 4893 号） 等から 、

特別な調査又は研究に基づく 方法と し て、JASS5 に基づく 構造体強度補正値についても 、 こ れま で通

り 使用でき る と のこ と から 、 今回においても JASS5 に基づく 値を示すも のである 。  

ま た、 建築物に構造体コ ン ク リ ート を 用いる 場合、 コ ンク リ ート の強度試験方法、 調合、 適用す

る 構造体強度補正値の基準（ 告示第 1102 号や JASS5 等） 及び養生方法等を設計図書に明記し 、 こ の

設計図書等に基づき 適切に施工さ れたい。  

 

第２  都内における 標準的な適用期間 

JASS5-2022「 ５ 節 調合」 の表 5. 1 およ び「 13 節 暑中コ ンク リ ート 工事」 の表 13. １ に対応する 、

材齢 28 日の場合の東京都内における 標準的な適用期間を表 1・ 1 から 表 1・ 7 ま でに示す（ こ れら を

補完する ための参考と し て、近接県の各市の適用期間を参考表 1・ 1 から 参考表 1・ 4 に示す）。ま た、

現場水中養生供試体によ る 判定基準強度適用期間を、 表２ に示す。  

上記の各表を 都内の各地において適用する 場合は、 安全側の表を用いる か、 又は、 適宜各表の数

値を組み合わせて、 直線補間する 等の措置が必要である 。  

 

第３  適用期間の計算方法 

( １ )  各表の適用期間は、 打ち込みから 強度管理材齢ま での期間の予想平均気温（ 以下「 予想平均気

温（ t）」 と いう 。） について、 過去 10 年間（ 2015 年（ 平成 27 年） から 2024 年（ 令和６ 年） ま で）

の気象庁統計資料を基に計算し 、 算出し た。  

( ２ )  予想平均気温（ t） は気象庁統計資料の日平均気温の「 日別値」 から 、 気象庁の統計方法に準

拠し 「 日別平滑平年値」 を 求め、 こ れを 打ち込みの日から 強度管理材齢の日ま で合計し 、 強度管理

材齢の数で除し て求めた。 ま た、 数値は小数第 2 位を四捨五入し 、 小数第 1 位ま で求めた。 なお、

閏年の 2 月 29 日の数値は削除し た。  

こ れによ り 得ら れる 予想平均気温（ t） の範囲に、 構造体強度補正値が６ （ N/mm² ) の場合は２ 日間

の「 安全を考慮し た日数」 を加えたも のを、 実用上の適用期間と し た。  

( ３ )  暑中コ ンク リ ート は、 JASS5-2022 年の 13 節において、「 暑中コ ンク リ ート 工事の適用期間は、

日平均気温の平年値が 25℃を超える 期間を基準と する 」 と さ れている 。 こ こ では、 上記( ２ ) の「 日

別平滑平年値」 が 25℃以上になる 期間と し 、 日数加算によ る 補正はし ていない。 実務的には、 レ デ

ィ ーミ ク ス ト コ ンク リ ート 生産者と の協議が必要と なる 。  



【 別紙】  

表１ ・ １  JASS5に基づく 構造体強度補正値の適用期間（ 東京都・ 大手町）  

測定期間 2015～2024 
 

構造体強度補正値 
セメ ント 種類 

構造体強度補正値： 28Ｓ 91（ N/mm2)  

3 6  6（ 25≦t ( 暑中期間) ）  

早強ポルト ラ ンド セメ ント  
（ Ｈ )  

5≦θ 0≦θ＜5 

7/2～9/12 

9/13～7/1     － 

普通ポルト ラ ンド セメ ント  
（ Ｎ )  

8≦θ 0≦θ＜8 
9/13～12/2 
2/11～7/1 

12/3～2/10 

中庸熱ポルト ラ ンド セメ ント  
（ Ｍ)  

11≦θ 0≦θ＜11 
9/13～11/13   

3/7～7/1 
11/14～3/6 

低熱ポルト ラ ンド セメ ント  
（ Ｌ )  

14≦θ  0≦θ＜14 
9/13～10/27  
3/28～7/1 

10/28～3/27 

高炉セメ ント Ｂ 種 
（ Ｂ Ｂ ）  

13≦θ 0≦θ＜13 
9/13～11/2     
3/21～7/1 

11/3～3/20 

フ ラ イ アッ シュ セメ ント Ｂ 種 
（ Ｆ Ｂ ）  

9≦θ 0≦θ＜9 
9/13～11/25   
2/19～7/1 

11/26～2/18 

注１ ： 表中のθは、 コ ンク リ ート の打ち込みから 28日ま での期間の予想平均気温（ ℃）  
注２ ： 表中のtは、 予想平均気温（ ℃）  
※設計基準強度36N/mm２ 以下およ びJASS5に示さ れた結合材の種類の範囲で適用する 。  
※上記期間は、 あく ま で標準期間であり 、 実際には施工条件や気温の変動等を考慮し 、 状況に応じ て適
切に計画する こ と 。  
 

表１ ・ ２  JASS5に基づく 構造体強度補正値の適用期間（ 東京都・ 府中市）  

測定期間 2015～2024 
 

構造体強度補正値 
セメ ント 種類 

構造体強度補正値： 28Ｓ 91（ N/mm2)  

3 6  6（ 25≦t ( 暑中期間) ）  

早強ポルト ラ ンド セメ ント  
（ Ｈ )  

5≦θ 0≦θ＜5 

7/4～9/9 

9/10～12/23         
1/21～7/3     

12/24～1/20 

普通ポルト ラ ンド セメ ント  
（ Ｎ )  

8≦θ 0≦θ＜8 
9/10～11/24 
2/18～7/3 

11/25～2/17 

中庸熱ポルト ラ ンド セメ ント  
（ Ｍ)  

11≦θ 0≦θ＜11 
9/10～11/8   
3/12～7/3 

11/9～3/11 

低熱ポルト ラ ンド セメ ント  
（ Ｌ )  

14≦θ 0≦θ＜14 
9/10～10/22  
3/31～7/3 

10/23～3/30 

高炉セメ ント Ｂ 種 
（ Ｂ Ｂ ）  

13≦θ 0≦θ＜13 
9/10～10/28     
3/26～7/3 

10/29～3/25 

フ ラ イ アッ シュ セメ ント Ｂ 種 
（ Ｆ Ｂ ）  

9≦θ 0≦θ＜9 
9/10～11/18   
2/25～7/3 

11/19～2/24 

注１ ： 表中のθは、 コ ンク リ ート の打ち込みから 28日ま での期間の予想平均気温（ ℃）  
注２ ： 表中のtは、 予想平均気温（ ℃）  
※設計基準強度36N/mm２ 以下およ びJASS5に示さ れた結合材の種類の範囲で適用する 。  
※上記期間は、 あく ま で標準期間であり 、 実際には施工条件や気温の変動等を考慮し 、 状況に応じ て適
切に計画する こ と 。  
 



【 別紙】  

表１ ・ ３  JASS5に基づく 構造体強度補正値の適用期間（ 東京都・ 八王子市）  

測定期間 2015～2024 
 

構造体強度補正値 
セメ ント 種類 

構造体強度補正値： 28Ｓ 91（ N/mm2)  

3 6  6（ 25≦t ( 暑中期間) ）  

早強ポルト ラ ンド セメ ント  
（ Ｈ )  

5≦θ 0≦θ＜5 

7/7～9/4 

9/5～12/10       
1/31～7/6 

12/11～1/30 

普通ポルト ラ ンド セメ ント  
（ Ｎ )  

8≦θ 0≦θ＜8 
9/5～11/20   
2/23～7/6 

11/21～2/22 

中庸熱ポルト ラ ンド セメ ント  
（ Ｍ)  

11≦θ 0≦θ＜11 
9/5～11/5 
3/16～7/6 

11/6～3/15 

低熱ポルト ラ ンド セメ ント  
（ Ｌ )  

14≦θ 0≦θ＜14 
9/5～10/18   
4/3～7/6 

10/19～4/2 

高炉セメ ント Ｂ 種 
（ Ｂ Ｂ ）  

13≦θ 0≦θ＜13 
9/5～10/24     
3/28～7/6 

10/25～3/27 

フ ラ イ アッ シュ セメ ント Ｂ 種 
（ Ｆ Ｂ ）  

9≦θ 0≦θ＜9 
9/5～11/15  
3/2～7/6 

11/16～3/1 

注１ ： 表中のθは、 コ ンク リ ート の打ち込みから 28日ま での期間の予想平均気温（ ℃）  
注２ ： 表中のtは、 予想平均気温（ ℃）  
※設計基準強度36N/mm２ 以下およ びJASS5に示さ れた結合材の種類の範囲で適用する 。  
※上記期間は、 あく ま で標準期間であり 、 実際には施工条件や気温の変動等を考慮し 、 状況に応じ て適
切に計画する こ と 。  
 

表１ ・ ４  JASS5に基づく 構造体強度補正値の適用期間（ 東京都・ 青梅市）  

測定期間 2015～2024 
 

構造体強度補正値 
セメ ント 種類 

構造体強度補正値： 28Ｓ 91（ N/mm2)  

3 6  6（ 25≦t ( 暑中期間) ）  

早強ポルト ラ ンド セメ ント  
（ Ｈ )  

5≦θ 0≦θ＜5 

7/11～9/1 

9/2～12/8       
2/2～7/10 

12/9～2/1 

普通ポルト ラ ンド セメ ント  
（ Ｎ )  

8≦θ 0≦θ＜8 
9/2～11/18   
2/25～7/10 

11/19～2/24 

中庸熱ポルト ラ ンド セメ ント  
（ Ｍ)  

11≦θ 0≦θ＜11 
9/2～11/3 
3/18～7/10 

11/4～3/17 

低熱ポルト ラ ンド セメ ント  
（ Ｌ )  

14≦θ 0≦θ＜14 
9/2～10/16   
4/4～7/10 

10/17～4/3 

高炉セメ ント Ｂ 種 
（ Ｂ Ｂ ）  

13≦θ 0≦θ＜13 
9/2～11/13     
3/30～7/10 

11/14～3/29 

フ ラ イ アッ シュ セメ ント Ｂ 種 
（ Ｆ Ｂ ）  

9≦θ 0≦θ＜9 
9/2～10/23   
3/4～7/10 

10/24～3/3 

注１ ： 表中のθは、 コ ンク リ ート の打ち込みから 28日ま での期間の予想平均気温（ ℃）  
注２ ： 表中のtは、 予想平均気温（ ℃）  
※設計基準強度36N/mm２ 以下およ びJASS5に示さ れた結合材の種類の範囲で適用する 。  
※上記期間は、 あく ま で標準期間であり 、 実際には施工条件や気温の変動等を考慮し 、 状況に応じ て適
切に計画する こ と 。  



【 別紙】  

表１ ・ ５  JASS5に基づく 構造体強度補正値の適用期間（ 東京都・ 大島）  

測定期間 2015～2024 
 

構造体強度補正値 
セメ ント 種類 

構造体強度補正値： 28Ｓ 91（ N/mm2)  

3 6  6（ 25≦t ( 暑中期間) ）  

早強ポルト ラ ンド セメ ント  
（ Ｈ )  

5≦θ 0≦θ＜5 

7/12～9/10 

9/11～7/11 － 

普通ポルト ラ ンド セメ ント  
（ Ｎ )  

8≦θ 0≦θ＜8 

9/11～7/11 － 

中庸熱ポルト ラ ンド セメ ント  
（ Ｍ)  

11≦θ 0≦θ＜11 
9/11～11/28 
2/26～7/11 

11/29～2/25 

低熱ポルト ラ ンド セメ ント  
（ Ｌ )  

14≦θ 0≦θ＜14 
9/11～11/9   
3/25～7/11 

11/10～3/24 

高炉セメ ント Ｂ 種 
（ Ｂ Ｂ ）  

13≦θ 0≦θ＜13 
9/11～11/15     
3/17～7/11 

11/16～3/16 

フ ラ イ アッ シュ セメ ント Ｂ 種 
（ Ｆ Ｂ ）  

9≦θ 0≦θ＜9 
9/11～12/19   
2/5～7/11 

12/20～2/4 

注１ ： 表中のθは、 コ ンク リ ート の打ち込みから 28日ま での期間の予想平均気温（ ℃）  
注２ ： 表中のtは、 予想平均気温（ ℃）  
※設計基準強度36N/mm２ 以下およ びJASS5に示さ れた結合材の種類の範囲で適用する 。  
※上記期間は、 あく ま で標準期間であり 、 実際には施工条件や気温の変動等を考慮し 、 状況に応じ て適
切に計画する こ と 。  
 

表１ ・ ６  JASS5に基づく 構造体強度補正値の適用期間（ 東京都・ 三宅島）  

測定期間 2015～2024 
 

構造体強度補正値 
セメ ント 種類 

構造体強度補正値： 28Ｓ 91（ N/mm2)  

3 6  6（ 25≦t ( 暑中期間) ）  

早強ポルト ラ ンド セメ ント  
（ Ｈ )  

5≦θ 0≦θ＜5 

7/3～9/19 

9/20～7/2 － 

普通ポルト ラ ンド セメ ント  
（ Ｎ )  

8≦θ 0≦θ＜8 

9/20～7/2 － 

中庸熱ポルト ラ ンド セメ ント  
（ Ｍ)  

11≦θ 0≦θ＜11 
9/20～12/24 

2/4～7/2 
12/25～2/3 

低熱ポルト ラ ンド セメ ント  
（ Ｌ )  

14≦θ 0≦θ＜14 
9/20～11/24   
3/10～7/2 

11/25～3/9 

高炉セメ ント Ｂ 種 
（ Ｂ Ｂ ）  

13≦θ 0≦θ＜13 
9/20～12/1     
2/28～7/2 

12/2～2/27 

フ ラ イ アッ シュ セメ ント Ｂ 種 
（ Ｆ Ｂ ）  

9≦θ 0≦θ＜9 

9/20～7/2 － 

注１ ： 表中のθは、 コ ンク リ ート の打ち込みから 28日ま での期間の予想平均気温（ ℃）  
注２ ： 表中のtは、 予想平均気温（ ℃）  
※設計基準強度36N/mm２ 以下およ びJASS5に示さ れた結合材の種類の範囲で適用する 。  

※上記期間は、 あく ま で標準期間であり 、 実際には施工条件や気温の変動等を考慮し 、 状況に応じ て適

切に計画する こ と 。  



【 別紙】  

表１ ・ ７  JASS5に基づく 構造体強度補正値の適用期間（ 東京都・ 八丈島）  

測定期間 2015～2024 
 

構造体強度補正値 
セメ ント 種類 

構造体強度補正値： 28Ｓ 91（ N/mm2)  

3 6  6（ 25≦t ( 暑中期間) ）  

早強ポルト ラ ンド セメ ント  
（ Ｈ )  

5≦θ 0≦θ＜5 

7/8～9/19 

9/20～7/7 － 

普通ポルト ラ ンド セメ ント  
（ Ｎ )  

8≦θ 0≦θ＜8 

9/20～7/7 － 

中庸熱ポルト ラ ンド セメ ント  
（ Ｍ)  

11≦θ 0≦θ＜11 
9/20～12/23 

2/4～7/7 
12/24～2/3 

低熱ポルト ラ ンド セメ ント  
（ Ｌ )  

14≦θ 0≦θ＜14 
9/20～11/25   
3/11～7/7 

11/26～3/10 

高炉セメ ント Ｂ 種 
（ Ｂ Ｂ ）  

13≦θ 0≦θ＜13 
9/20～12/2     
2/28～7/7 

12/3～2/27 

フ ラ イ アッ シュ セメ ント Ｂ 種 
（ Ｆ Ｂ ）  

9≦θ 0≦θ＜9 

9/20～7/7 － 

注１ ： 表中のθは、 コ ンク リ ート の打ち込みから 28日ま での期間の予想平均気温（ ℃）  
注２ ： 表中のtは、 予想平均気温（ ℃）  
※設計基準強度36N/mm２ 以下およ びJASS5に示さ れた結合材の種類の範囲で適用する 。  
※上記期間は、 あく ま で標準期間であり 、 実際には施工条件や気温の変動等を考慮し 、 状況に応じ て適
切に計画する こ と 。  
 

参考表１ ・ １  JASS5に基づく 構造体強度補正値の適用期間（ 横浜市）  

測定期間 2015～2024 
 

構造体強度補正値 
セメ ント 種類 

構造体強度補正値： 28Ｓ 91（ N/mm2)  

3 6  6（ 25≦t ( 暑中期間) ）  

早強ポルト ラ ンド セメ ント  
（ Ｈ )  

5≦θ 0≦θ＜5 

7/3～9/14 

9/15～7/2 － 

普通ポルト ラ ンド セメ ント  
（ Ｎ )  

8≦θ 0≦θ＜8 
9/15～12/10 

2/6～7/2 
12/11～2/5 

中庸熱ポルト ラ ンド セメ ント  
（ Ｍ)  

11≦θ 0≦θ＜11 
9/15～11/18 

3/4～7/2 
11/19～3/3 

低熱ポルト ラ ンド セメ ント  
（ Ｌ )  

14≦θ 0≦θ＜14 
9/15～11/1 
3/26～7/2 

11/2～3/25 

高炉セメ ント Ｂ 種 
（ Ｂ Ｂ ）  

13≦θ 0≦θ＜13 
9/15～11/7 
3/19～7/2 

11/8～3/18 

フ ラ イ アッ シュ セメ ント Ｂ 種 
（ Ｆ Ｂ ）  

9≦θ 0≦θ＜9 
9/15～12/2 
2/15～7/2 

12/3～2/14 

注１ ： 表中のθは、 コ ンク リ ート の打ち込みから 28日ま での期間の予想平均気温（ ℃）  
注２ ： 表中のtは、 予想平均気温（ ℃）  
※設計基準強度36N/mm２ 以下およ びJASS5に示さ れた結合材の種類の範囲で適用する 。  
※上記期間は、 あく ま で標準期間であり 、 実際には施工条件や気温の変動等を考慮し 、 状況に応じ て適
切に計画する こ と 。  



【 別紙】  

参考表１ ・ ２  JASS5に基づく 構造体強度補正値の適用期間（ 千葉市）  

測定期間 2015～2024 
 

構造体強度補正値 
セメ ント 種類 

構造体強度補正値： 28Ｓ 91（ N/mm2)  

3 6  6（ 25≦t ( 暑中期間) ）  

早強ポルト ラ ンド セメ ント  
（ Ｈ )  

5≦θ 0≦θ＜5 

7/1～9/14 

9/15～6/30 － 

普通ポルト ラ ンド セメ ント  
（ Ｎ )  

8≦θ 0≦θ＜8 
9/15～12/9 
2/7～6/30 

12/10～2/6 

中庸熱ポルト ラ ンド セメ ント  
（ Ｍ)  

11≦θ 0≦θ＜11 
9/15～11/18 
3/5～6/30 

11/19～3/4 

低熱ポルト ラ ンド セメ ント  
（ Ｌ )  

14≦θ 0≦θ＜14 
9/15～11/1 
3/27～6/30 

11/2～3/26 

高炉セメ ント Ｂ 種 
（ Ｂ Ｂ ）  

13≦θ 0≦θ＜13 
9/15～11/7 
3/20～6/30 

11/8～3/19 

フ ラ イ アッ シュ セメ ント Ｂ 種 
（ Ｆ Ｂ ）  

9≦θ 0≦θ＜9 

9/15～12/1 
2/16～6/30 

12/2～2/15 

注１ ： 表中のθは、 コ ンク リ ート の打ち込みから 28日ま での期間の予想平均気温（ ℃）  
注２ ： 表中のtは、 予想平均気温（ ℃）  
※設計基準強度36N/mm２ 以下およ びJASS5に示さ れた結合材の種類の範囲で適用する 。  
※上記期間は、 あく ま で標準期間であり 、 実際には施工条件や気温の変動等を考慮し 、 状況に応じ て適
切に計画する こ と 。  
 

参考表１ ・ ３  JASS5に基づく 構造体強度補正値の適用期間（ 所沢市）  

測定期間 2015～2024 
 

構造体強度補正値 
セメ ント 種類 

構造体強度補正値： 28Ｓ 91（ N/mm2)  

3 6  6（ 25≦t ( 暑中期間) ）  

早強ポルト ラ ンド セメ ント  
（ Ｈ )  

5≦θ 0≦θ＜5 

7/11～9/1 

9/2～12/14 
2/1～7/10 

12/15～1/31 

普通ポルト ラ ンド セメ ント  
（ Ｎ )  

8≦θ 0≦θ＜8 
9/2～11/21 
2/25～7/10 

11/22～2/24 

中庸熱ポルト ラ ンド セメ ント  
（ Ｍ)  

11≦θ 0≦θ＜11 
9/2～11/4 
3/18～7/10 

11/5～3/17 

低熱ポルト ラ ンド セメ ント  
（ Ｌ )  

14≦θ 0≦θ＜14 
9/2～10/17 
4/5～7/10 

10/18～4/4 

高炉セメ ント Ｂ 種 
（ Ｂ Ｂ ）  

13≦θ 0≦θ＜13 
9/2～10/24 
3/30～7/10 

10/25～3/29 

フ ラ イ アッ シュ セメ ント Ｂ 種 
（ Ｆ Ｂ ）  

9≦θ 0≦θ＜9 

9/2～11/15 
3/4～7/10 

11/16～3/3 

注１ ： 表中のθは、 コ ンク リ ート の打ち込みから 28日ま での期間の予想平均気温（ ℃）  
注２ ： 表中のtは、 予想平均気温（ ℃）  
※設計基準強度36N/mm２ 以下およ びJASS5に示さ れた結合材の種類の範囲で適用する 。  
※上記期間は、 あく ま で標準期間であり 、 実際には施工条件や気温の変動等を考慮し 、 状況に応じ て適
切に計画する こ と 。  



【 別紙】  

 

参考表１ ・ ４  JASS5に基づく 構造体強度補正値の適用期間（ 秩父市）  

測定期間 2015～2024 
 

構造体強度補正値 
セメ ント 種類 

構造体強度補正値： 28Ｓ 91（ N/mm2)  

3 6  6（ 25≦t ( 暑中期間) ）  

早強ポルト ラ ンド セメ ント  
（ Ｈ )  

5≦θ 0≦θ＜5 

7/11～9/1 

9/2～12/12 
2/2～7/10 

12/13～2/1 

普通ポルト ラ ンド セメ ント  
（ Ｎ )  

8≦θ 0≦θ＜8 
9/2～11/20 
2/26～7/10 

11/21～2/25 

中庸熱ポルト ラ ンド セメ ント  
（ Ｍ)  

11≦θ 0≦θ＜11 
9/2～11/4 
3/19～7/10 

11/5～3/18 

低熱ポルト ラ ンド セメ ント  
（ Ｌ )  

14≦θ 0≦θ＜14 
9/2～10/16 
4/5～7/10 

10/17～4/4 

高炉セメ ント Ｂ 種 
（ Ｂ Ｂ ）  

13≦θ 0≦θ＜13 
9/2～10/23 
3/31～7/10 

10/24～3/30 

フ ラ イ アッ シュ セメ ント Ｂ 種 
（ Ｆ Ｂ ）  

9≦θ 0≦θ＜9 
9/2～11/14 
3/5～7/10 

11/15～3/4 

注１ ： 表中のθは、 コ ンク リ ート の打ち込みから 28日ま での期間の予想平均気温（ ℃）  
注２ ： 表中のtは、 予想平均気温（ ℃）  
※設計基準強度36N/mm２ 以下およ びJASS5に示さ れた結合材の種類の範囲で適用する 。  
※上記期間は、 あく ま で標準期間であり 、 実際には施工条件や気温の変動等を考慮し 、 状況に応じ て適
切に計画する こ と 。  
 

表２  JASS5に基づく 現場水中養生供試体によ る 場合の判定基準強度適用期間 

測定期間 2015～2024 
 

判定基準強度 
地名 

θ＜20 20≦θ 

Fq+3 以上 Fm以上 

東京都（ 大手町）  9/26～5/4 5/5～9/25 

東京都（ 府中市）  9/23～5/8 5/9～9/22 

東京都（ 八王子市）  9/21～5/11 5/12～9/20 

東京都（ 青梅市）  9/19～5/14 5/15～9/18 

東京都（ 大島）  9/30～5/13 5/14～9/29 

東京都（ 三宅島）  10/13～5/4 5/5～10/12 

東京都（ 八丈島）  10/14～5/8 5/9～10/13 

横浜市 9/28～5/4 5/5～9/27 

千葉市 9/29～5/3 5/4～9/28 

所沢市 9/20～5/15 5/16～9/19 

秩父市 9/19～5/15 5/16～9/18 

注１ ： 表中のθは、 コ ンク リ ート の打ち込みから 28日ま での期間の予想平均気温（ ℃）  
注２ ： 表中のFqは、 品質基準強度（ N/mm² ）  
注３ ： 表中のFmは、 調合管理強度（ N/mm² ）  
※上記期間は、 あく ま で標準期間であり 、 実際には打設時点での気温を測定する 等、 状況に応じ て計画
する こ と 。  


